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l決算概況
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第1～3Qまでの赤字の要因

l （１）ビジネスモデル転換（技術コンサルティング→デー
タセンターや24時間システム監視などの新事業）に伴う
人員シフト

l （２）比較的採算の良い案件が、４Qに集中計上される
見込み

l （３）人件費増加（従業員数　97/6末13人→98/6末24人
→99/6末33人→99/12末44人→2000/3末50人→現在59人）

l （４）販管費及び営業外費用に、一時的費用（３Q＝上
場費用約5000万円、４Q＝引越し費用約2000万円）計上
へ
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部門別の四半期売上推移

98/6 99/6 99/12 00/3 (2000/6) (2000/6)
1Q+2Q 3Q 4Q

［売上］

IOP事業 百万円 167 261 241 139 275 655
前年比 ％ 150.8% 56.3% 151.0%

ADR事業 百万円 95 195 168 10 7 185
前年比 ％ （-→ +） 104.9% -5.0%

PDS事業 百万円 143 141 19 8 3 30
前年比 ％ 539.4% -1.2% -78.7%

その他 百万円 5 129 16 4 110 130
前年比 ％ 155.8% 2486.1% 0.9%

合計 百万円 410 725 444 162 394 1,000
前年比 ％ 350.9% 77.1% 37.9%

［ｼｪｱ］
IOP ％ 40.8% 36.0% 54.2% 86.0% 69.8% 65.5%
ADR ％ 23.2% 26.8% 37.9% 5.9% 1.8% 18.5%
PDS ％ 34.8% 19.4% 4.2% 5.1% 0.8% 3.0%
その他 ％ 1.2% 17.8% 3.6% 2.4% 27.9% 13.0%
合計 ％ 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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90

409

187

725

192

96/12：設立

日本ﾃﾚｺﾑのISP
事業
参入
へのｺ
ﾝｻﾙﾃｨ
ﾝｸﾞ開
始

97/7  ：JPIX（日本初の
商用IX） 設立
に参加、技術部
門を全面受託

97/9  ：IRIﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ設
立
（現ﾜｰﾙﾄﾞｱｸｾﾙ）

97/11：JPIXがｻｰﾋﾞｽ開始

98/4  ：社内にNOEL（ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ機器のﾃｽﾄﾗ
ﾎﾞ）設置

98/7：NTTﾄﾞｺﾓの新ｲﾝ
ﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ
“mopera”のｼｽﾃﾑ
構築ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
開始

99/6：ﾔﾌｰ㈱、ｷﾔﾉﾝ㈱、
住友商事㈱、
NTTﾄﾞｺﾓ㈱、ｿﾌﾄ
ﾊﾞﾝｸ㈱と資本
提携

通期売上（百万円） 半期売上（百万円）

97/697/6期期 98/698/6期期 2000/62000/6期期

通期売上は、順調に拡大見込み

444

99/699/6期期

99/12：東証ﾏｻﾞｰｽﾞへ
の上場

00/1：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｾﾝﾀｰ･
ｼﾞｬﾊﾟﾝ設立

約1000（見込み）
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当面の経営面での力点

• 新事業（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ及びASPI）の立ち
上げ、しっかりとしたオペレーション

• 人材（IPｴﾝｼﾞﾆｱ、営業・ｺﾝｻﾙ、管理部
門）の獲得・強化

• 中期経営計画の精査
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(1)全員ｽﾄｯｸ/ｵﾌﾟｼｮﾝ(共同ｵｰﾅｰｼｯﾌﾟ意識)
(2)監督・ｺｰﾁ・選手の資格：志・自立・実力

スタッフ
（選手）

投資家
（観客）

CEO
（監督）IR

IR：Investors Relation

夢＋実績

投資

IRIの人材採用・育成方針

役員
（コーチ）



Copyright@Internet Research Institute
77

lデータセンター事業の現況



Copyright@Internet Research Institute
88

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰは、ECのﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

ISP-A
ISP-X

インターネット

端
末

ISP：Internet Service Provider

R

R

R

S

S S

：Router ：Server

・

S S S S S S S S S S

（配信手数料）

放送型ｺﾝﾃﾝﾂ配信
（Broadcast.com型)

(仲介手数料）

ｵｰｸｼｮﾝ
（eBAY型)

（広告）

検索ｴﾝｼﾞﾝ型
ﾎﾟｰﾀﾙ

(Yahoo！型)

(接続＋広告）

ISP型ﾎﾟｰﾀﾙ
（AOL型)

(仲介手数料）

ﾈｯﾄ証券取引
（E＊Trade型)

（販売料）

物販
(Amazon.com型)

（場所＋帯域）

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ
（IRIﾋﾞｼﾞﾈｽのｺｱ)

ｷｬﾘｱ

(接続）

ｷｬﾘｱ
（AT&T、NTT型）

Eｺﾏｰｽﾋﾞｼﾞﾈｽ領域

接続ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域
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データセンターデータセンターGCJGCJのフレームワークのフレームワーク

GCJ：Global Center

Japan
（データセンタ合弁会社)

ｻｰﾊﾞ運用委託

①￥／ｽﾍﾟｰｽ（ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ）･月

②￥／帯域（bps）･月

③￥／その他ｻｰﾋﾞｽ

Ａpplication

Ｓervice

Ｐrovider

Ａpplication

Ｓervice

Ｐrovider

Ｅコマース

コンテンツ配信

オークション
・
・
・

11％出資

89％出資

出 資 30％程度（ASPI事業： Incubation）

AGC
（GC,SB,MS)

世界最大規模/最強のﾊﾟｰﾄﾅｰと

Global Crossing (ﾌ ｧ ｲ ﾊ ﾞ直結の国際接続ﾃﾞｰ ﾀ ｾ ﾝ ﾀ ｰ設備)

ソフトバンク (Eｺﾏｰｽ/ｺﾝﾃﾝﾂｻｰﾊﾞ群 )

Microsoft  (ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｻｰﾊﾞ群)

設立：2000年2月24日
社長：ダリル　E　グリーン



Copyright@Internet Research Institute
1010

・24時間365日無停止の電源設備とそのバックアップ

・消火設備

・空調設備

・高圧変電設備

・レイズド・フロア

・耐震構造ラック

・物理的セキュリティ確保(入退室管理含む)

・十分に冗長性を備えた高速回線(OC-3、OC-12など)と、
それによる多数のISPとの接続性

　　　　　　　　データセンターの基本機能
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GCJのデータセンターの強み

l （１）自前のファイバで直結された、 グローバル

センターとの連携

l （２）世界最大のEｺﾏｰｽｺﾝﾃﾝﾂを保有する、

ソフトバンクグループとの提携

l （３）世界最大のﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾌﾄｳｪｱ資産を保有する、
マイクロソフト社との提携

l （４）すべてのISPに対して中立・独立

l （５）100％運用実績のあるIX（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・エクス

チェンジ）に直結した優れた接続性

l （６）NTTドコモとの連携
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GCJの データセンターは、中立･専門

B to B型

C to C型 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｰﾋﾞｽ型

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾒｰｶｰ型

通信キャリア型

中立・専門型

ISP型

B to C型

NTTコム、DDI～京セラ、等

PSINet、IIJ、等

富士通、ｲﾝﾃﾙ～NEC、等

NTTデータ、CSK、等

IRI～AGC、エクソダス等
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GCJのﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰは、IXに直結

ISP-A

ISP-B

ISP-C

IX（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｴｸｽﾁｪﾝｼ）゙

PCな
どの
端末

PCなどの端末

ISP：Internet Service Provider               

TCP/IP：Transmission Control Protocol/Internet Protocol

企業内 LAN

企業内 LAN

企業内 LAN

企業内 LAN
企業内 LAN

R

R

R R R

R

R R

RR

R

S

S

S

S

S
S

S

：Router ：Server

ASPにとってIX直結型ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀは、ISPに接続す
る場合と比べて、コストや応答性の面で格段に
有利。

IX直結型ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ
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GCJのデータセンターは、都心立地

• 第1サイト：4月1日サービスイン（都内）

• 第2サイト：7月サービスイン（都内）予定

• GCJのデータセンターのロケーションは都心

• （１）都心の方がバックボーンの環境が良い

• （２）CSP、ASPを提供する人が都心に多く、
メンテナンス等に行きやすい（エンジニアが
集まりやすい）
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●基本収入
・コロケーション料金
・帯域料金
・監視サービス

●支出
・設備投資
・回線費用
・設備使用費用
・人件費

＋

●付加価値ｻｰﾋﾞｽ収入
・セキュリティ
・ストレージ
・決済
・マーケティングなど

データセンターの収益構造

ー ＝ 損益



Copyright@Internet Research Institute
1616

lASP支援事業の現況
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ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ、24時間監
視、ﾕｰｻﾞｰｻﾎﾟｰﾄ（ﾍ

ﾙﾌﾟデスク）

IRI F&TIRI F&T
　　ﾌｧｲﾅﾝｽ技術支援会社②ﾌｧｲﾅﾝｽ技術支援会社②　　

ASP支援

ファイナンスプレーン

Ｅコマースプレーン

インターネットインフラプレーン

･･

X社～ ：合弁ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ応用ｻｰﾋﾞｽ会社　

出資＋技術支援

出資

u「Eｺﾏｰｽ」や「ﾌｧｲﾅﾝｽ」の

ようにIP化によるｻｰﾋﾞｽ

拡大が見込まれる分野に

ついて、専門に支援する

会社①②を４月に設立。

u両「支援会社」は、ｺﾝﾃﾝﾂ

ｻｰﾋﾞｽを実行する会社（A

～C社､D～F社）を､それぞ

れ合弁で設立、あわせて

技術支援を行う。

u従ってIRI自体は基盤技術

の開発・保持と“持株会社

機能”に特化し、応用ｻｰﾋﾞ

ｽ（ASP)の起業と技術支援

機能は①②が実行する。IRI　Eｺﾏｰｽ
支援会社（仮称）①　

IRI C&TIRI C&T
　　EEｺﾏｰｽ技術支援会社①ｺﾏｰｽ技術支援会社①　　

中期戦略～ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ+ASPI（C&T,F&T)

･･

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ事業

ASP支援

Webｻｰﾊﾞ群

A社

B社

C社

F社

E社

D社
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（

　
　
　
（
Ｉ
Ｐ
関
連
ノ
ウ
ハ
ウ
）

Ｉ
Ｐ
関
連
ノ
ウ
ハ
ウ
）

u 出資（～30％）
u IP技術・経営ノウハウ
u 迅速な意志決定
u 権限委譲

u 出資（～30％）
u IP技術・経営ノウハウ
u 迅速な意志決定
u 権限委譲

u 出資（70%～）
u 既存事業に関わる

ノウハウを提供

u 出資（70%～）
u 既存事業に関わる

ノウハウを提供

u ①￥/人･月 (事業支援型)

u ②売上％ （事業創造型）

u ③配当 （事業創造型）

u ①￥/人･月 (事業支援型)

u ②売上％ （事業創造型）

u ③配当 （事業創造型）

u ①収入は個別契約形態

u ②配当

u ①収入は個別契約形態

u ②配当

事業主体
（JV:合弁企業）

既存事業既存事業
ののIPIP化化

合
弁
相
手
（
既
存
事
業
）

合
弁
相
手
（
既
存
事
業
）

創造型ASP支援事業のビジネスモデル
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(NT/CT/FT/Global)

出資案件に対する基本方針～シナジー追求

出資先の顧客

出資案件に対する基本的考え方＝シナジー効果を追求。純投資は原則禁止
（１） 出資比率上限は30％を目処　

（２）役員（常勤または非常勤）または相当する人材派遣
（３）データセンター提供、その他サービス、または、モジュールの提供
（４）コンサルティング（技術、企画・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ、財務）

出資、コンサル・役員派遣、
サービス・モジュール提供

出資先企業間でのシナジー

データセンター利用、サービス・
モジュール利用、コンサル需要

出資先

製品販売、
サービス提供

IRIサービスの提供

に伴う売上拡大

出資先の顧客

出資先

出資先の顧客

出資先

出資先の顧客

出資先
利用料、ロイヤルティー

IRI～出資先企業でのシナジー
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創造型ASP支援事業におけるパートナー(１)

社名社名 株主構成株主構成 概　　要概　　要

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｾﾝﾀｰ･

ｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)

(株)ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･
ｼｰｱﾝﾄﾞｵｰ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･
ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ(株)

日本ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｴｸｽﾁｪﾝｼﾞ(株) 
〔JPIX〕

IRI（11％）
Asia Global 
Crossing(89％)

IRI（30％）
日本電話施設（50％）
ファストネット（20％）

IRI（41％）
ﾊﾟｿﾅｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（29％）
住友商事（29％）

IRI（2％）
KDD（24％）
通信ｷｬﾘｱ､ISPなど14社
(74％)

60億円

00/1

50百万円

99/12

1047百万円

99/11

250百万円

97/7

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ事業。IRIが運用受託。ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ、ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ等のEｺﾏｰｽ･ ｺﾝﾃﾝﾂﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞの
集約拠点としてｽﾀｰﾄ。誘致企業数の拡大を
目指す。http://www. globalcenter .co.jp/

IRIは、JPIX運用で培った技術･ﾉｳﾊｳを提供。
ﾃｸﾆｼｬﾝは、出資企業の保守要員を教育して
配備。ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀのｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝからｽﾀｰﾄ。

各種ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽにおけるﾕｰｻﾞｰｻﾎﾟｰﾄ業
務。IRIは技術面を支援。ｵﾍﾟﾚｰﾀ要員は、ﾊﾟ
ｿﾅｿﾌﾄﾊﾞﾝｸより受入れ、住友商事が営業面
を支援。2000/6/1にﾍﾞﾙﾊｰﾄと合併予定。
http://www.bellheart.co.jp/

日本の「1次ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ」約50社のうち、40
社程と接続する日本最大の商用IX。IRIは
運用と24Hｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝのﾌﾙｻｰﾋﾞｽを100％受託。
http://www.jpix.co.jp/

資本金資本金
設立時期設立時期

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
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創造型ASP支援事業におけるパートナー（２）

社名社名 株主構成株主構成 概　　要概　　要

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾏﾈｰｼﾞ
(株）

日本ﾋﾞｰｴｽ放送
(株)

ﾜｰﾙﾄﾞｱｸｾﾙ(株)

ﾄﾗｽﾄｶﾞｰﾄﾞ(株)

IRI（17.2％）
その他 (82.8％)

IRI（1.1％）
ﾋﾞｯｸｶﾒﾗ
NTTﾄﾞｺﾓ　他

IRI（4.2％）
ﾈｯﾄ機器のﾍﾞﾝﾀﾞｰ4社
(95.8％）

IRI（5.2％）
MTI
ﾍﾞｸﾀｰ

IRI（4.5％）
その他 (95.5％)
　　　　

36百万円

99/11

1800百万
円

99/8

36百万円

97/9

172百万円

97/6

191百万円

96/7

サーバ運用の受託、及び、データセンター
の営業。

BSデータ放送向けのコンテンツ制作および送
出。2000年12月にBSデータ放送へ参入予定。
http://www.webnik.ne.jp/bsdata/

ｼﾘｺﾝﾊﾞﾚｰ企業を追い越すようなﾈｯﾄﾜｰｸ機器
の企画･開発を､日本で行うことが目的。
http://www.worldaxle.com/

低ｺｽﾄ大容量ｻｰﾊﾞを提供。IRIの専門分野で
あるWebサーバ運用技術と連携して、共同開
発を行う。http://www.trustguard.co.jp/

eCommerceに関するコンサルティング、及び
サーバーの24時間運用支援分野では、米国で
の実績高い。http://www.siterock.co.jp/

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
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資本金資本金
設立時期設立時期

ｻｲﾄﾛｯｸ（株）
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ＪＶ企業ＪＶ企業 株主構成株主構成
資本金資本金

設立時期設立時期
概　　要概　　要

(株)ブランドゥ

スポーツジェイ
（株）

IRI（1.5％）
Fsas　ほか

IRI（11.5％）
ほか

319百万円

95/7

32百万円

00/1

デジタルメディアと流通のインテグレー
ションを提案。コンビニ店舗における情
報配信業務（digi+popTV）を請け負う。
http://www.brando.co.jp/

ｽﾎﾟｰﾂの総合ｻｲﾄ、試合結果・統計などを
提供。ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾃﾝﾂのｻｰﾁ、グッズ販売など。
http://www.sports-j.net/

コ
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＆
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ス
＆
テ
ク
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ロ
ジ
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創造型ASP支援事業におけるパートナー（３）

(株)CBook24

ﾄﾞｯﾄｺﾑ

IRI（17％）
ｲﾝﾌﾟﾚｽ、翔泳社、日経BP、
ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ、ｱｽｷｰ、
技術評論社他

60百万円

99/3

コンピュータ関連書籍に特化したインター
ネットによる直販。
http://www.cbook24.com/

(株)ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｼﾞｰ
ｱｲｴｽ

モバイルとインターネットを連係させた
地図情報ｼｽﾃﾑ及びサービス提供。地図ｱﾌﾟ
ﾘｹｰｼｮﾝ､GPSなどによる位置情報ｻｰﾋﾞｽ

20百万円

00/2

IRI（25％）
東洋情報システム（25％）
その他（50％）

ｺﾏｰｽ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ関係のASP企業等の管理

http://www.iri.co.jp/

IRI　ｺﾏｰｽ&ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰ

IRI（100％） 100百万円

00/4
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ＪＶ企業ＪＶ企業 株主構成株主構成
資本金資本金

設立時期設立時期
概　　要概　　要

ﾓﾊﾞｲﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｷｬﾋﾟﾀﾙ(株)

IRI ﾌｧｲﾅﾝｽ&ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰ

IRI（30％）
NTTﾄﾞｺﾓ (30％)
興銀証券（30％）
西岡郁夫（10％）

IRI（100％）

100百万円

99/11

100百万円
00/4

IRIはベンチャー企業の技術評価を担当し、
ベンチャー企業を育成する。当該企業、
またはJVをデータセンタに誘致する。

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ関係のASP企業等の管理

http://www.iri.co.jp/
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創造型ASP支援事業におけるパートナー（４）

IRI　USA,Inc
米国におけるｲﾝﾀｰﾈｯﾄ業界・企業の情報収
集、及び、ASP支援事業
http://www.iri.co.jp/

1百万＄

00/2

IRI（100％）


